社団法人　千葉県社会福祉士会
平成22年度第2回臨時理事会議事録

1、 開催日時　平成23年3月19日（土）10：30～12：30
2、 場所　千葉県社会福祉センター2階
3、 出席者　会長　神山

副会長　目黒、櫻井（勉）
　　　　　　事務局長　岡本
　　　　　　会員理事　（ぱあとなあ千葉運営委員会）鈴木、吉田

（総務委員会）櫻井（絢）、鈴木
（総合相談委員会）森池
（研修委員会）染野、周藤

（外部評価委員会）丸

（独立型社会福祉士委員会）川島

　　　　　　会員外理事　池亀、西城
　　　　　　監事　君和田

　　委任状提出理事　石塚、石川
欠席代議員　須田、小榑、平野、出羽　欠席監事　林
４、議題　　（１）東北地方太平洋地震に関する対応経過について

（２）災害対応について

（３）その他

5、 議事録

· 出席者及び資料の確認

・岡本事務局長から定款33条により定足数に達しており、本理事会は成立すると報告あり。神山会長から挨拶、定款32条に基づき、神山会長が議長を務める。
· 議事

（1） 東北地方太平洋地震に関する対応経過について
· 3月11日に発生した地震被害から現在まで、日本社会福祉士会（以下、本部）および千葉県社会福祉士会（以下、千葉支部）の動きを事務局長より説明。

· 本部は副会長と事務局員が被害のあった東北４県へ現地入り予定。状況を把握した後、具体的な策をこうじるとのこと。

· 本部は、今後の復興支援にソーシャルワーク支援を視野にいれており、復興支援活動支援金を募っている。また、要請があった場合にすぐに相談員を派遣できるよう、派遣可能者リストを作成するよう支部へ依頼がきている。
· 千葉支部ホームページ上で、3月13日に被災地復興に積極的支援をおこなう旨、会長声明を発表。

（２）災害対応について

・千葉県社会福祉士会から支援金および義援金として３００万円を寄付→承認

· ３００万円の内訳として、以下を決定した。

1 正会員数1,191人×1,000＝1,191,000を復興支援活動支援金として本部へ
2 正会員数1,191人×1,000＝1,191,000を共同募金会を通じて被災地へ

3 残金618,000円は、県外被災地へ向かう災害ボランティア（会員に限る）へ、旅費等の一部（一律2万円）を支援する。
· 今年度立ち上げた災害ワーキングチームおよび独立型社会福祉士委員会が中心となり、今後の具体的な支援策を検討する。3/19総会後、有志メンバーによる話合いを設ける予定。（被災地支援担当者は、災害ワーキングチーム理事である鈴木理事と決定した。）
· 県内被災地（旭市、浦安市）については、県や市社協からの支援依頼など受けた場合、随時検討・対応していくこととする。

· 相談員派遣可能者リストの作成・・会員へボランティア派遣登録の依頼文書を発送、ホームページやメール配信等で周知する。
